
 

 

 

  

～坂井市に建つ住宅について～

 令和 5年 10月 1日を期日とし、令和 5年住宅・土地統計調査が実施されました。ご協力

いただいた世帯の皆様、ありがとうございました。今回は令和 5年住宅・土地統計調査の調

査結果から、坂井市に関する住宅の実態を紹介します。 

◇ 住宅・土地統計調査とは？ 

調査の目的 

住宅及び住宅以外で人が居住する建物に関する実態、現住居以外の住宅及び土地の保有状況、

その他住宅等に居住している世帯に関する実態を調査し、その現状と推移を明らかにすることに

より、住生活関連諸施策の基礎資料を得ることを目的としています。昭和 23年以来 5年ごとに実

施しており、令和 5年調査はその 16回目に当たります。 

調査の根拠法令 

統計法（平成 19 年法律第 53号）に基づく基幹統計調査（基幹統計である住宅・土地統計を作

成するための調査）であり、住宅・土地統計調査規則（昭和 57 年総理府令第 41 号）に基づき実

施されました。 

調査の対象 

 調査期日において、調査単位区内から抽出した住宅及び住宅以外で人が居住する建物並びにこ

れらに居住している世帯（1 調査区当たり 17 住戸、計約 340 万住戸・世帯）を対象としました。

このうち坂井市では、153調査区、約 2,600住戸・世帯が調査対象となりました。 

結果の推定方法 

結果数値は、線形推定を行ったうえで、令和 5年 10月 1日現在の市区町村別総人口に合致する

ように比推定用乗率を算出し、表章地域ごとに、調査単位区別の調査結果に線形推定乗率、比推

定用乗率を乗じて合算することで推定値を算出しています。  
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◇住宅数、世帯数、空き家数について 

 令和 5 年 10 月 1 日現在における坂井市の総住宅数は 35,710 戸で、平成 30 年と比べて

2,000戸の増加、総世帯数は 31,040世帯で前回と比べ 1,620世帯の増加となっています。 

 右のグラフは、住宅数、世帯数の推移（平成 20年

調査から）を示したものです。住宅数、世帯数ともに

増加傾向にあることが分かります。 

 坂井市の空き家は 4,370戸で、平成 30年と比べて

200 戸増加していましたが、総住宅数に占める空き

家の割合（空き家率）は 12.24％と、平成 30 年

（12.37％）と比べて 0.13 ポイント減少していまし

た。 

 

◇空き家数の内訳について 

 坂井市の空き家数のうち、最も多かった空き家は「賃貸・売却用及び二次的住宅を除く空

き家」であり、2,820戸という結果でした。「賃貸用の空き家」「売却用の空き家」「二次的住

宅」が前回より増加しており、全体で 200戸増加していました。 

  



 ◇住宅の所有関係、構造、建て方について 

 右の表は、住宅数について、所有関係、構造、建て方の内訳

を示したもので、平成 20年以降の結果を抜粋しています。 

 住宅の所有関係は持ち家が 24,350戸でした。住宅全体に占

める持ち家の割合は 78.4％という結果でした。借家は 5,450

戸で、平成 30年と比べると 1,690戸増加していました。 

 住宅の構造は木造が多く、24,910戸という結果でした。鉄

筋・鉄骨コンクリート造は 4,140戸、鉄骨造は 1,940 戸であ

り、平成 30年と比べるとそれぞれ 1,590戸、880戸増加して

いました。住宅全体に占める構造の割合を平成 20年からみる

と、木造の割合は 91.5％から 80.3％に低下しており、住宅の

非木造化が進行しています。 

 住宅の建て方は一戸建が多く、24,900戸という結果でした。

長屋建は 480戸、共同住宅は 5,630戸であり、平成 30年と比

べてそれぞれ 290戸、2,400戸増加していました。 

◇住宅の建築時期 

 下のグラフは住宅の建築時期ごとに住宅数を示したものです。坂井市は 1991年から 2000

年に建てられた住宅が最も多いことが分かります。  
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◇住宅の規模 

 右の表と下のグラフは、住宅数等の推移と、

１住宅あたりの住宅の規模の推移を示したも

のです。 

 住宅数、世帯数は平成 25 年より増加傾向に

あることが分かりますが、世帯人員は平成 20年

より減少傾向にあることが分かります。平成 30

年と比べると、世帯人員は 3,680人減少してい

ました。 

 １住宅当たりの住宅の規模は、居住室数、居

住室の畳数、延べ面積が年々減少しています。 

◇借家の家賃 

 令和 5年と平成 30年の借家家賃の価格帯ごとの世帯数を右下のグラフに示しました。 

 1 番世帯数の多かった価格帯は

4～6 万円未満で 1,890 世帯とい

う結果でした。平成 30年の 1,410

世帯と比べると 480世帯増加して

います。 

次に多かった価格帯は 2～4 万

円未満で 1,850世帯という結果で

した。平成 30 年の 750 世帯と比

べると 1,100 世帯増加していま

す。   



◇高齢者のいる世帯の状況 

 65歳以上の世帯員がいる世帯（以下、「高

齢者のいる世帯」といいます。）の推移を右

のグラフに示しました。令和 5 年は 15,680

世帯という結果となり、平成 30 年と比べる

と 50世帯増加していました。 

 世帯総数に占める高齢者のいる世帯の割

合は 50.1％という結果となり、平成 30年と

比べると 2.7％低下していました。 

 全国の世帯総数に占める高齢者のいる世

帯の割合は 42.7％であり、坂井市は高齢者

のいる世帯の割合が全国の数値より高いこ

とがわかります。 

◇高齢者等のための設備設置の状況 

  高齢者等のための設備（手すり、車いすが通行可能

か等）を設置している世帯数は 19,090世帯であり、平

成 20年から 3,130世帯増加しています。 

手すりを設置している世帯は 16,170世帯という結果

でした。下のグラフを確認すると、設置場所は階段が最

も多いことが分かります。 

その他設備では、段差のない屋内をもつ世帯が多く

7,530 世帯という結果でした。平成 30 年と比べると

1,270世帯増加していました。 

 

 

グラフ・表のデータ出典：「住宅・土地統計調査結果」（総務省統計局） 

★今回の数字の答え★ 令和５年 坂井市の空き家数 


